
日本学生支援機構奨学金

［給付・貸与奨学金］

予約採用候補者対象

2025年京都美術工芸大学

大学進学後の手続きについて



日本学生支援機構奨学金について
2025年度（令和7）入学生対象

□日本学生支援機構奨学金制度の概要 

□提出書類についての説明

□書類の提出にあたって



日本学生支援機構の奨学金事業は、意欲と能力の
ある方が経済的理由により大学・専門学校等への
進学を諦めることがないよう支援することを目的と
した国の教育施策です。

日本学生支援機構奨学金について
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2025年度から多子世帯の授業料等減免額が
拡充されます

・2024年度から給付奨学金対象者が拡充⇒
世帯年収600万円程度までの多子世帯に給付奨学金1/4支援

※今年度から多子世帯に対して授業料最大70万円、入学金15万円の減
免が適用されます。（まずは日本学生支援機構奨学金の申請が必要）

給付奨学金対象者および多子世帯の方は
授業料等減免の対象になります。

※多子世帯とは扶養する子の数が3人以上（社会人除く）
の世帯が対象



給付奨学金 第Ⅳ区分（私立理工農）で
採用された方について

※京都美術工芸大学は私立理工農に該当しないため、
給付奨学金対象とはなりません。

第Ⅳ区分（私立理工農）で採用された方、新規で奨学金を
申請したい方は4月中旬頃申込開始の在学採用で申込をし
てください。







予約採用で多子世帯の授業料等減免対象となっている方は
支援区分の下に「多子世帯〇」と記載されています。

入学後の在学採用でも新規で申込は可能です。
詳細は後日掲載の在学採用の案内をご確認ください。



「給付」と「貸与」
の違いについて
確認します



「給付」
機構から奨学金が支給されること

（原則返還義務なし、授業料等減免対象者）

奨学金の

「貸与」
機構から奨学金を借りること

（返還義務あり）



・給付奨学金支給金額について
⇒第Ⅰ区分～第Ⅳ区分までの４段階あります

（第Ⅳ区分は多子世帯支援実施/）
支援区分は毎年10月に見直しがあります。



・給付奨学金と第一種奨学金の貸与を受けている場合
 ⇒貸与月額が変わります

「給付奨学金受給中の方の第一種奨学金の貸与月額について



caution

□奨学金の手続きは自分でやりましょう

□奨学金を借りているのは自分自身（貸与対象者）

□「親が手続きしたのでわかりません」はダメです

□入学後に新たに奨学金を申請される場合は在学採用申込

□在学採用の説明会は4月中旬頃 実施予定

□貸与額が多いと感じた場合は貸与中も随時、減額手続き可
奨学金や経済的不安など相談があれば事務局まで

□卒業後7か月後から返還がはじまります（貸与対象者）



1.はじめに

皆さんは、
日本学生支援機構奨学金を

高等学校等で予約されて進学

されました



採用決定時に配布されて
います
（採用候補者決定通知に
同封）

採用後の手続きの流れが
記載されています。
必ず読んでおくこと



奨学生として「正式に」承認され
奨学金を受けることができます

必要な書類を大学に提出し、
最後に「進学届」を入力・送信する

ことにより
（インターネットにアクセスして入力します）



採 用 決 定

3/24（月）までに 事務局まで提出（郵送）

ID・パスワードを配布

～4/7(月) インターネットで進学届を送信

4/21(月)初回振込

4/1(火)

予約採用の方 4月採用の方 手続きの流れ

※進学届で入力した通帳で振り込まれているか必ず確認してください



採 用 決 定

4/18（金）までに
事務局まで必要書類すべて
提出してください

ID・パスワードを配付

～4/23(水) インターネットで進学届を送信

※必ず完備していること！期日厳守！

5/16(金)初回振込

書類に不備のない人から順次…

～4/23(水)

※４月・５月（２ヶ月分）が５/１６に振り込まれます

予約採用の方 5月採用者 手続きの流れ



2.提出が必要な書類

提出が必要な書類を

順番に確認していきます





提出物① 提出書類チェックシート

１.～5.
全員提出

対象者のみ
提出

全員



提出物②
令和7年度大学等奨学生採用候補者決定通知
                                    【提出用】

全員

表面

２枚つづりの決定通知のうち
大学に提出するのは
「提出用」の方です

「本人保管用」は進学届を
提出する際に必要なパスワードが
記載されています
必ず保管しておいてください



令和7年度大学等奨学生採用候補者決定通知【提出用】

学部･学科
芸術学部・デザイン・工芸学科
建築学部・建築学科

進学後の連絡先
住所 入学後に住む住所
電話番号・携帯番号

ボールペンで記入すること！

裏面

全員



令和7年度大学等奨学生採用候補者決定通知【提出用】

給付奨学金の採用候補者
は該当箇所にチェックを
してください

給付

裏面



令和７年度大学等奨学生採用候補者決定通知【提出用】

貸与奨学金の採用
候補者は該当箇所
にチェックをして
ください

貸与

裏面



注意!!「採用候補者決定通知」が２枚手元にある人

進学届提出には
発行日付が

新しいものが必要

進学届に必要な
パスワードは

「本人保管用」に
記載されています。

本人保管用を確認してください



提出物③
奨学金振込先口座 通帳のコピー

全員

・本人名義のものかどうかを確認
・振込先の金融機関名、口座番号、口座名義の記載部分のみコピー
・A4サイズの用紙であることを確認



提出物④ 進学届入力下書き用紙 全員

・今から、下書きの記入内容を
確認していきます。



進学届入力下書き用紙 Ｐ.1

大学事務局に書類が
提出されると

大学事務局で書類を
チェックします。
チェック完了後、
事務局から

IDとパスワードを
配布（送付）します

全員



全員進学届入力下書き用紙 P.6

D25～かＫ25～
提出時に学籍番号がわからなけ
れば空欄
学籍番号は新入生ガイダンスで
配布します

芸術学部・デザイン・工芸学科
建築学部・建築学科

2029 年3 月

4 年0 カ月

誓約日は事務局で下書き用紙
チェックを受けた後
実際にスカラネットで入力日



全員進学届入力下書き用紙 P.7

記入していただく住所は以下の
通りです
「6050991 京都市東山区上
堀詰町272-1」
※京都市東山区川端通七条上ル
では不備になります

自宅外通学の場合、
必ず記入してください

※住所2は番地以降を記入（入
力）になります。
マンション名や部屋番号も
必ず記入（入力）してください

６０５－０９９１

京都市東山区上堀詰町
272-1



進学届入力下書き用紙 P.9

「いいえ」を選ぶと
再度の申込はできません！

給付奨学金対象

「いいえ」を選択
「はい」を選択した場合、
奨学金は振り込まれません



進学届入力下書き用紙 P.10 給付奨学金対象

「支援を受ける」または「受ける
予定がある」にチェックした場合、
該当する支援にチェック

2025年4月以降に支援を受けるものがあ
るかどうか該当するものにチェック



進学届入力下書き用紙 P.11～P.14

給付奨学金と貸与奨学金両方の採
用候補者の場合、記入が必要です。
以下、１4ページまで続きます。
第一種奨学金を希望する人は１2
ページ、第二種奨学金を希
望する人は１3ページを確認し、
必要事項を記入をしてください。

給付・貸与奨学
金の両方の採用
対象者のみ



進学届入力下書き用紙 P.12

希望の月額を選択、給付奨学金
第Ⅰ・第Ⅱ区分の方は併給調整で
「0円」になります。
10月の支援区分見直しで支援区分
外になった場合は、入力した希望
月額が貸与されます。
詳細は「給付奨学生採用候補者の
しおり」P.14を確認
※多子世帯の併給調整は変更予定
あり

返還方式を選択してください。
採用候補者決定通知から変更も
できます。

給付・貸与奨学
金の両方の採用
対象者のみ



進学届入力下書き用紙 P.13

・第二種奨学金の月額を選択して
ください。

・第一種、第二種両方を希望し、
両方貸与最高額を希望している
場合は最高月額を必要とする理由
の記入が必要となります。

・利率の算定方法を選択してくだ
さい。採用候補者決定通知記載の
ものが表示されます。
変更する場合は新たに選択してく
ださい。
利率の算定方法については
「貸与奨学生採用候補者のしお
り」P.14に記載

第二種貸与奨学金
採用候補者全員



貸与奨学金
の該当者のみ

進学届入力下書き用紙 P.１5

「いいえ」を選ぶと
再度の申込はできません！

第一種奨学金を希望する人
は１６ページ、
第二種奨学金を希望する人
は１3ページを確認し、
必要事項を記入をしてくだ
さい。



進学届入力下書き用紙 P.16

貸与奨学生採用候補
者のしおりを見て、
P.11の第一種奨学金
の貸与月額、
P.28の返還方式から
選択
「進学届入力下書き
用紙」P.12にも返還
方式の記載がありま
す

予約採用候補者決定
通知から変更するこ
ともできます

貸与奨学金
の該当者のみ



進学届入力下書き用紙 P.１7

給付奨学金と貸与奨学金、
両方の採用候補者の場合、
もしくは給付奨学金採用候
補者の方は生計維持者情報
の記入が必要です
※貸与奨学金のみの採用候補者の
方は記入不要です。



進学届入力下書き用紙 P.１8

予約採用時にマイナンバーを
提出済の人及び生計維持者に
変更がない人は入力不要です



進学届入力下書き用紙 P.１9

生計維持者の扶養親族全員を
チェックしてください
※1人目の情報は
申込本人の情報です。
4人目以上いる場合は追加
空きスペースに記入してくだ
さい



給付奨学金と貸与奨学金、
両方の採用候補者の場合、
もしくは給付奨学金採用候
補者の方は資産情報の記入
が必要です
※貸与奨学金のみの採用候補者の
方は記入不要です。

進学届入力下書き用紙 P.20～P.21



人的保証と機関保証
どちらにするかを
よく考えて記入
後からの変更は
できません！

誓約書情報です。
２7ページまで続いてい
ます。該当する項目をご

記入ください。

貸与奨学生対象

全員対象

進学届入力下書き用紙 P. 21～P. 27



保証制度について

将来、あなた自身から返済できなくなったら・・・

もしもの場合に備えて、
あなた以外に返済を保証してくれる「誰か」が必要。

支援機構では２種類の保証制度から選択できます

貸与



連帯保証人（両親のどちらか）と保証人（４親
等以内の親族）の２名に保証してもらう

人ではなく、保証機関に一定の保証料を支払う
ことで保証してもらう

２種類の保証制度

人的保証

機関保証

連帯保証人・保証人の当てがない
書類記入・提出に協力してもらえない

⇒機関保証を選択すること！

保証料について
例）第二種・月額100,000円なら

月々の保証料は約5,400円

貸与



保証制度の選択について
進学届提出時に変更可能です

ただし！

提出後の変更はできません！

連帯保証人・保証人の当てがない
書類記入・提出に協力してもらえない 等

特に人的保証を選ぶ学生は注意
してください！！

⇒機関保証を選択すること！

貸与



もし、別人物を選任できなかった場合は、
すでに入金された奨学金を直ちに全額返戻
のうえ奨学金を辞退しなければなりません。

人的保証を選んだ場合
採用後の手続き（５～７月頃）の時に、
保証人に返還誓約書の署名を拒否されたり、
保証人の選任条件を満たしていないと判明した場合、

直ちに別人物を選任し、
印鑑登録証明書と返還誓約書に署名押印を貰うことを
数日以内に行わなければなりません。

貸与



人的保証を選ぶ場合は、
連帯保証人・保証人に予定している人が
選任条件を満たしているかを、
『貸与奨学生採用候補者のしおり』P.16～
19頁で必ず確認してください。

もし、満たしていない場合は
進学届で機関保証に変更

してください。

貸与



原則「父」「母」
※収入に関する証明書類が
出せること

人的保証の連帯保証人・保証人要件

連帯保証人

保証人 原則「おじ」「おば」
もしくは別生計の兄・姉

『貸与奨学生採用候補者のしおり』
P.16～P.19で必ず確認してください。



・4親等以内の親族
・65歳未満の人 etc.

人的保証

保証人の選任条件

『貸与奨学生採用候補者のしおり』
P.16～19で必ず確認してください。

貸与



全員進学届入力下書き用紙 P.２4

現住所を記入
(1人暮らしを始めた方は実家で
はなく、1人暮らしの住所）

 ※ただし、申込者本人の
マイナンバーを申込時に
提出していない場合は、
住民票住所（住民票に記
載された住所）を入力。

家に固定電話がある方は電話番号を入力、
固定電話がない場合は携帯電話番号のみ入力



進学届入力下書き用紙 P.２5

住所
印鑑登録証明書に記載されてい
る住所をその通りに記入する。
マンション名なども記載があれ
ば正確に記入する。
住所2は番地以降を記入
（入力）すること

貸与奨学金で
人的保証制度を選択

した方

勤務先
正式名称がわからない場合はそ
れぞれ確認して記入・訂正



進学届入力下書き用紙 P.２6 貸与奨学金で
人的保証制度を選択

した方

その他の注意
保証人の方の生年月日、
勤務先も確認の上、記入（入
力）してください。
住所は印鑑登録証明書に記載
されている住所を記入（入
力）すること

「保証人」の年齢
６５歳以上は不可
昭和３5（１９６０）年以降
生まれの人であること！



進学届入力下書き用紙 P.２6

機関保証を選択する場合に記入
生年月日の間違いや住所2は番地以降を
記入（入力）するように注意してください
※人的保証の方は記入（入力）不要

貸与奨学金で
機関保証制度を選択

した方



全員記入
（入力）

進学届入力下書き用紙 P.２7

自分名義の口座であること
口座番号などの間違いがな
いか確認



注意!!
以下の金融機関は、日本学生支援機構との
契約がない為、使用できません。

全員

詳しくは「給付奨学生採用候補者のしおり」P.１６
「貸与奨学生採用候補者のしおり」P.１５を確認してください



全員
進学届入力下書き用紙については以上です

進学届で入力した情報は採用後の手続き書類
「返還誓約書」に印字されますので、下書き用紙
の記入に間違いがないか、
また、実際の入力時に間違えがないか、必ず
チェックするようにしてください。

進学届の入力ミス、訂正が生じると、
奨学生採用後手続の際に多数の訂正届が
必要になります。



提出物⑤
自分自身の住民票のコピー

全員

A4サイズでコピーしてあるかを確認



チェックシートの順番通りに①～⑤を
クリアファイル等に入れてください



入学時特別増額貸与奨学金

第一種及び第二種の奨学金と併せて

初回振込時のみ５０万円までの増額

を希望できる制度です

注意・入学時（１年生）予約採用のみ申込可能
・これだけを申し込むことは不可

貸与奨学金
の該当者のみ



入学時特別増額貸与奨
学金（有利子）

日本政策金融公庫の「国の
教育ローン」申込：必要
と記載されている学生
は、次の書類も提出

決定通知（本人保管用）を見てください 全員



②次の2つの書類を提出できる者
☞日本政策金融公庫の「国の教育ローン」申込：必要

・日本政策金融公庫の『国の教育ローン』を利用できなかったことについて（申告）

・日本政策金融公庫から発行された“融資できない旨を記載した通知書”のコピー

①認定所得金額が“0円”となる者
☞日本政策金融公庫の「国の教育ローン」申込：不要

※認定所得金額とは日本学生支援機構が定める基準に基づき算出さ
れるものです。

入学時特別増額貸与奨学金 申込条件

貸与奨学金
の該当者のみ



チェックシート中央の、６～７の書類が揃っているか確認
↓

住民票のコピーの後ろに続くよう、順番通りに、
クリアファイルに入れてください

日本政策金融公庫の「国の教育ローン」の申込不要、
と書かれている場合は提出不要です。



入学時特別増額貸与奨学金（有利子）

日本政策金融公庫の「国の教育ローン」申込：必要
提出チェックシート⑥の書類

入学時特別増額貸与奨学金に係る申告書



チェックシートの６～7の書類を用意できている人は
入学時特別増額貸与奨学金の申込が可能です。

用意できていない方は
進学届時に辞退していただくことになります。

貸与奨学金
の該当者のみ



令和７年度大学等奨学生採用候補者決定通知【提出用】

入学時特別増額貸
与奨学金申請書類
（6.7）を用意で
きた方は
利用しますに
チェック
用意できなかった
方は辞退しますに
チェック

貸与
裏面



進学届入力下書き用紙 P.１4

「入学時特別増額貸
与奨学金」の
採用候補者は、

辞退の場合であって
も必ず回答すること。

貸与奨学金
の該当者のみ



貸与奨学金で人的保証を選択した方

チェックシートの8～9が揃っているか確認
コピーを提出

原本は採用後の手続き書類で必要になります



給付奨学金で自宅外通学を選択した方

チェックシートの10~11が揃っているか確認
↓

用意してください

給付奨学金
の該当者のみ



給付奨学生で自宅外通学される場合のみ提出
提出書類チェックシート⑩の書類
提出書類チェックシート⑪の見本例

通学形態変更届（自宅外通学）



給付奨学金を受ける方は、授業料等の減免対象者にもなります。
別紙の授業料減免の対象者の認定に関する申請書A様式1

を提出してください。

給付奨学金
対象者のみ



給付奨学生のみ提出
提出書類チェックシート⑫の書類

両面印刷の上、必要事項を記入してください
学籍番号はわからない場合は不要（新入生ガイダンスで配布）

大学等における修学の支援に関する法律による
授業料等減免の対象者の認定に関する申請書

大学に提出する日（記入日）

予約採用の申込を行った者に
チェックをし、採用候補者決
定通知の登録番号を記入



予約採用申込時から在留資格に変更のある方、在留期間の延長
申請をされた方に限り提出が必要です

給付・貸与
該当者のみ



ここで改めて提出物を確認します
①提出書類チェックシート
②令和7年度大学等奨学生採用候補者決定通知
（進学先提出用）
③通帳のコピー
④進学届入力下書き用紙
⑤住民票のコピー

「入学時特別増額貸与奨学金」「貸与奨学金の人的保証」
「給付奨学金の自宅外通学」「給付奨学金採用候補」
「在留資格」の対象者はそれぞれ①提出書類チェックシー
ト に記載の通り、別途提出物があります。



採 用 決 定

3/24（月）までに 事務局まで提出（郵送）

ID・パスワードを配布

～4/7(月) インターネットで進学届を送信

4/21(月）4月分振込

4/1(火)

予約採用の方 4月採用の方 手続きの流れ

※進学届で入力した通帳で振り込まれているか必ず確認してください



採 用 決 定

4/18（金）までに
事務局まで必要書類すべて
提出してください

ID・パスワードを配付

～4/23(水) インターネットで進学届を送信

※必ず完備していること！期日厳守！

5/16(金)初回振込

書類に不備のない人から順次…

～4/23(水)

※４月・５月（２ヶ月分）が５/１６に振り込まれます

予約採用の方 5月採用者 手続きの流れ



進学届提出（ＰＣ入力）に必要な

ＩＤ・パスワードは

書類がすべて揃っていないと渡せません！

大学事務局へ提出する前に、必ず書類の
不備がないかを確認してください。



事務局にてID・パスワードを貰ったら
各自でインターネットで
進学届を提出してください

進学届で変更できること

予約で申込した内容を変更する場合
ご自身の「決定通知」と「採用候補者のしおり」

をご確認ください



『貸与奨学金 採用候補者のしおり』のＰ.27



進学届のログイン画面
大学事務局に書類提出後、進学届に必要なID・パスワードが配付されます。



入力方法は「進学届」P.2～P.5を見ながら入力してください



３.今後の
スケジュール

・「採用までのスケジュール」を
確認し、４月、５月採用の手続期限
を守って、書類提出、進学届の入力
をお願いします。

・採用決定は４月、５月採用の
振込日のお振込み確認をもって、

決定となります。



採用決定後について

5月下旬 採用者説明会

12月中旬 継続説明会

書類等未提出の場合は
奨学金の利用はできなくなります。
説明会や手続き締切の案内は大学HPの「在学生の方へ」
の掲示板や校内の掲示板等でお知らせします。

（採用後手続きについて）

10月上旬～中旬 在籍報告説明会
（給付奨学生のみ対象）

（貸与奨学生のみ対象）
※貸与奨学金は自動更新ではありません



奨学金のお知らせの方法について
①大学の掲示板（在学生の方へ）でのお知らせ
奨学金の説明会の日時・手続きの方法・締め切りなどは掲示板でお知ら
せします。必ず定期的に確認をしてください。
※ログインに必要なID・パスワードは新入生ガイダンスでお知らせします

京都美術工芸大学HPトップページ 右端の ＝ をクイック（タップ）

画面下中央にある「在学生の方へ」にログイン

奨学金含む大学の様々な案内はこちらで
行います。必ず毎日確認してください。



奨学金のお知らせの方法について

②メールでのお知らせ

大学から配布された学生のメールアドレス（@g.kyobi.ac.jp)
にお知らせします。メールの確認、管理等は各自でしっかりと
行ってください。

③学内掲示板でのお知らせ
大学構内にあるデジタルサイネージ及び掲示板でお知らせしています。
各自で確認をお願いします。



京都美術工芸大学 事務局

０７５－５２５－１５１５

大学事務局からの連絡には必ず応じてください。
その場ですぐに応じれられなくても、必ず返答してください。
応答せずに期限までに大事な手続きが正しく行われないために
奨学金を受けられない事態となっても、大学は責任を持てません。

各自、手元の携帯電話に大学の電話番号を
登録してください。



お知らせ

 在学採用については４月中旬～下旬頃に
説明会を実施します。

 説明会で申込書類を受け取り、

 手続きを行ってください。

詳細は掲示板でご案内しています。

 ※予約採用決定採用者の方も追加で

 新たな奨学金を申し込むこともできます。


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45
	スライド番号 46
	スライド番号 47
	スライド番号 48
	スライド番号 49
	スライド番号 50
	スライド番号 51
	スライド番号 52
	スライド番号 53
	スライド番号 54
	スライド番号 55
	スライド番号 56
	スライド番号 57
	スライド番号 58
	第一種及び第二種の奨学金と併せて��初回振込時のみ５０万円までの増額��を希望できる制度です
	スライド番号 60
	②次の2つの書類を提出できる者�　　☞日本政策金融公庫の「国の教育ローン」申込：必要��・日本政策金融公庫の『国の教育ローン』を利用できなかったことについて（申告）��・日本政策金融公庫から発行された“融資できない旨を記載した通知書”のコピー�
	スライド番号 62
	スライド番号 63
	スライド番号 64
	スライド番号 65
	スライド番号 66
	スライド番号 67
	スライド番号 68
	スライド番号 69
	スライド番号 70
	スライド番号 71
	スライド番号 72
	スライド番号 73
	スライド番号 74
	スライド番号 75
	スライド番号 76
	スライド番号 77
	スライド番号 78
	スライド番号 79
	スライド番号 80
	スライド番号 81
	スライド番号 82
	スライド番号 83
	スライド番号 84
	スライド番号 85
	スライド番号 86

